                SURGICAL REPORT

Patient's name: 








Diagnosis for surgery: 右鎖骨骨幹部骨折

Surgical procedure: 骨折観血的手術

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 

Blood loss: g



Blood transfusion: 


Fluid transfusion: ml


Amount of urination:


Surgical finding and process:

全身麻酔下に患者を仰臥位としてヘッドアップ30度とした(beach chair position)。肩甲背部に枕を入れて頭部を左に回旋した。イソジンで右肩および右腸骨稜を消毒した後、手術を開始した。円刃で鎖骨骨折部直上に皮切を加えた。皮下をメーヨー剪刀で切離して骨折部を展開した。骨折部の骨膜を尖刃やラスパトリウムを用いて最小限剥離した。鋭匙を用いて骨片間の介在物を除去した。

Reconstruction plate (7 holes)を遠位骨片と近位骨片上にそれぞれ当ててbendingを行った。プレートを鎖骨遠位骨片の上面に設置し、骨折部に最も近い穴に3.5mm cortical screw/14mmを刺入した。この状態で近位骨片を前下方に押してプレートの下に潜りこませ、プレートのバットレス効果で整復位を獲得した。整復位の微調整を行った後に近位骨片側に3.5mm cortical screw/14mmを骨片間に圧迫力が掛かるようにやや近位側に刺入した。同様にして近位骨片側の残りの穴に3.5mm cortical screw/16mm、4.0mm cancellous screw/16mm順次スクリューを刺入した。遠位骨片の残りの2穴はlocking screw 14mm、12mmを刺入した。これらの操作により非常に強固な固定性を獲得した。術野を生食で洗浄した後、ドリリング時に採取した骨粉および遊離した第3骨片を骨折部周囲に骨移植した。皮下組織を0-PDSで、皮下を4-0 PDSで縫合した。皮膚にステリストリップを貼付して手術を終了した。術後X-Pで骨折部の整復固定が良好であること、異物の残留がないことを確認した。麻酔からの覚醒が良好で、四肢の運動、感覚に異常がないことを確認して手術室を退室した。

用いたプレート：Reconstruction plate (7 holes)
